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今年も残すところあと 1 か月となりました。年末はクリスマスなど楽しいイベントがたくさんあります

が、インフルエンザや胃腸炎といった感染症が流行する季節でもあります。新型コロナ感染症予防のために

も、手洗いとうがいを忘れずに実行して、一日の疲れが残らないように栄養と十分な休養をとりましょう。 

 

 

  

「寒さに負けない体をつくろう」 

 

季節が急にすすんで、風が冷たくめっきり寒くなりました。丈夫な身体づくりについて考えてみましょう。 

 

 

◎気温の変化に適応し、病気に罹っても早くに回復する抵抗力をつける 

ために、日常の生活で取り入れてみませんか。 

🔷朝起きたとき、冷たい水で顔を洗いましょう。 

🔷服を着替えるときは、一度裸になって着替えましょう。➡ 一瞬の冷たい刺激 

が鳥肌をたてたりして、皮膚の調節機能を育てます。 

🔷手が汚れたときや食事の前には、水で手を洗いましょう。 

🔷真冬でも、室内では裸足で過ごしましょう。➡ 手足を冷やしておくと、からだの熱が外に逃げ 

ていくのを防ぐと言われています。 

🔷お風呂あがりには、湯船の湯温よりぬるいお湯をからだにかけて、足には冷たい水をかけてあがり 

ましょう。➡ 足を冷やすことにより、体の熱が外に逃げにくくなり、湯冷めを防ぐと言われてい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季に流行りやすい手足口病が、今年は西日本地域で季節外れに流行しました。

せいしん幼児園でも１１月に入り、多くの園児がかかりました。 

   流行の手足口病にご注意を！ 

１．手足口病ってなあに？ 

幼児を中心に流行する急性ウイルス性感染症で、手や足、口腔に水疱を伴う発疹が多

くみられる病気。特に２歳以下に発症する割合が高いと言われています。 

２．症状は？ 
手のひら、足や足の裏、肘、膝の周りや臀部に赤く細かい発疹や口の中、舌、のどの

周囲に水疱ができます。痛みで水分がとれなくなることもあります。 

３．予防対策 

のどや便などから排泄されたウイルスが飛沫して感染します。症状が消失しても、

便中への排泄は２～４週間続くこともあります。そのため、手洗い・うがいが大変

重要です。 

４，お願い！ 
ウイルスの種類によっては無菌性髄膜炎などの合併症をひき起こすことがあるの

で、病院を受診し医師の診察を受けてください。出席停止の病気ではないので、医

師から登園許可の診断を受ければ、登園可能です。 



冬季に流行しやすい『おなかのかぜ』・感染性胃腸炎に注意しましょう 

ノロウイルスやロタウイルス、アデノウイルスが遠因で吐き気や嘔吐、下痢、腹痛などの症状が 

  見られ、発熱する場合もあります。下痢や嘔吐がある場合は早めに受診して、脱水症状にならない 

  ように、こまめな水分補給を心がけましょう。吐いてすぐは、更に吐き気を誘発する恐れがあるため、 

吐き気が治まってしばらくしてから一口ずつゆっくり始めましょう。 

 

感染症予防対策としてのご協力とお願い 

嘔吐・下痢により汚れた衣類等は園内で洗うことにより、ウイルスを飛散させ二次感染の危険がありますの

で、そのままビニール袋に密封してご家庭に持ち帰っていただきます。保護者の皆様には、お手数をおかけし

て恐縮ですが、以下にある処理の方法を参考にし、対応していただきますようお願いいたします。 

 

持ち帰られた服のご家庭での処理の方法（別紙１－図２参照） 

①衣服等は、85℃のお湯で１分以上加熱するか（やけどに注意）、♠0.02％次亜塩素酸 

ナトリウム溶液に 30分以上浸して消毒をした後、家族のほかの物とは分けて、最後に 

洗います。乾燥する際には、高温で乾燥すると効果が高まりますが、ただし、ものによっては縮むこともあ

りますので、十分ご注意ください。（以下希釈液濃度 0.1%は♧・0.02%は♠の印で省略） 

②洗濯に使ったバケツや洗濯槽も二次感染しないよう、♠で消毒をしてください。 

③布団やベッドのマットなどすぐに洗濯できないものは、よく乾燥させます。スチームアイロンや布団乾燥機

などを使用すると効果的です。 

 

処理をする際に気をつけること（別紙１―図１・図２ 別紙２参照） 

①嘔吐物等を処理する際は、空気中にウイルスが浮遊しますので、窓を開けて換気をします。 

②処理をする人は、使い捨てマスク・ゴム手袋・エプロンを着け、おう吐物に♧をかけ汚れを拭き取ったペー

パータオル新聞紙は、すぐにビニール袋に入れて捨てます。トイレ（ドアノブ・便座・床・壁等）や洗面所、

掃除流しなど、使用したところは全部、♠で消毒します。 

③処理を行った人が感染しないように、処理後は十分に手洗い（指先まで）・うがい・洗顔を念入りにします。 

次亜塩素酸ナトリウム希釈液の作り方（別紙１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の保健行事 

１２月１４日（火） 乳児健診（０・１・２歳児クラス） 

 

 ひよこ組：手足口病     １４名 

     ヘルパンギーナ １名 

うさぎ組：手足口病   ３０名 

     ヘルパンギーナ ２名 

らっこ組：手足口病    ７名 

     感染性胃腸炎  １名 

いるか組 手足口病    １名 

  

 ★ほｂｂｂほｂｂｂｂｂｂｂｂ 

保健室からひとこと 

１１月は、連日、手足口病の症状の相

談を各クラスから受け、受診をお願いし

ました。お忙しい中、速やかに対応いた

だき有難うございました。幸い重症化す

る園児もおられず安堵しています。 

今後とも園児たちの健康を守っていき

ますので、ご協力よろしくお願いしま

す。 

 

 

１１月の感染症発生状況（登園届による） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！注意！！ 

間違って飲まないよう，ペットボトルの取り扱いには気をつけてください！ 

※消毒液を入れたペットボトルは 消毒液・飲用不可 等の表示をして乳幼児の手の届かな

い場所に保管するなど，誤飲を防ぎましょう。 



 

 

 


